
「新型コロナ対応で、体だけでなく、心

の疲弊も想定内にしていく」対応が求めら

れている教育現場に、サポート通信「つな

ぐ」は、少しでも支えのよりどころになっ

ているのか、考えながらの編集となりました。 

昨年度は95 ケース、本年度は11 月末現在で70 ケー

スについて、保護者と共に「サポート情報」を作成し、

学校現場へ届けました。その際には、心ある対応をいた

だき、大変感謝しています。 

サポート情報について、記載内容、情報の取り扱い等、

周知の進んでいない点について、ご説明します。 

 記載内容には、「相談を進める際に、参考になる情報が

詰まっている」と、自負しています。 

 ただ、「『サポート情報』は、完全無欠な、子ども対応

マニュアル」ではありません。保護者との相談で、相談

を充実させるための一つの資料です。そのことをご理解

いただけるよう、項目ごとに説明を加え、利用価値につ

いて述べていきます。※裏面にサポート情報の形式有 

●保護者の願い、本人の願い 

 相談は、相談をしに来た方の思いに寄り添うことから

始まります。決して、相談を受ける側の思いを伝える場

ではありません。 

 保護者は、思いの完璧な実施を望んでいるわけではあ

りません。まず、できないかどうかはさておいて、思い

に共感するための情報の欄です。保護者の思いの実現に

向け、真摯に向き合うベースとなる共通認識の欄になっ

ています。記載内容は、どの子どもにも当てはまる保護

者共通の願いでもあります。 

●こどもの様子 

 記載内容ごとに、その利用価値を説明します。相談時

における子どもの情報を記載するように努めました。で

すから、就学時には変化していることも多くあると推察

します。「どうしたら、そのように変化したのか」を知る

ことは、子ども理解の上で、重要な情報になってきます。

「変化がマイナスならばその方法はしなければいい、変

化がプラスならその方法は有効に活用で

きる」というわけです。 

 〇好きなこと・得意なこと 

 子どもの好きなこと、得意なことを知る

ことは子どもとの関係作りに必要な情報だと考えます。

苦手なことばかりの学校生活では、子どもは楽しくあり

ませんし、教師の側も子どもの良さを感じ取ることは難

しいものです。この欄には、子どもとの関係作りのきっ

かけが記載されています。また、教材開発に、子どもが

興味を持てそうな情報にもなると考えます。 

 ◯基本的な生活の様子 

 学校生活を進めていくうえでの基本情報です。一般的

に生活の自立はできていても、「状況により変化する」こ

とがあります。 

 例えば、排泄の自立です。「トイレに行けば自分で始末

ができても、授業中に尿意を催し自分で申し出ることが

できるか」という、関係作りの一面があるからです。 

 相談時からの経過月日で、状況が大きく変わる項目が

多くあります。また、変わりにくいことも項目によって

はあります。 

 ◯学習の準備 

 小学校で学習を進める際に、必要な情報と考えます。

相談時に、「お子様の『読み書き・計算』についてどのよ

うな状況ですか」と質問をしています。どの保護者の方

も学習についていけるか心配をし、｢読み書き・計算｣は

少しでも伸ばしておこうと苦心しています。 

 その苦心の様子と子どもの状態を行間に読み取ってい

ただけたら、入学後は、子どもの状況に応じた対応が想

定しやすくなると考えます。 

 ◯苦手なこと：家庭や園での配慮と支援 

 苦手なことであるが、家庭や園ではどのような「配慮

や支援」で対応しているのかといった情報が記載されて

います。全部が小学校教育現場で有効に働くかは確約で

きませんが、保護者や園ではそのような対

応をすると、対象児の行動が修正しやすく

なるという事実はあるようです。 

●学校における配慮と支援（案） 

 この欄は、個別検査結果から推測される対象児の「得

意と苦手」をベースに、「配慮と支援」の案を作成してい

ます。本年度から、保護者承諾で「個別の検査結果」、医

療センターで作成を手伝った「サポートブック」を添付

しました。※サポートブックは未作成の場合がある 

 また、この欄は、医療センターにおける「治療プログ

ラム」の一部と連携をしている情報でもあります。さら

に、発達段階を踏まえれば、他の子ども達にも有効な「配

慮や支援」であると考えます。 

保護者には、「担任さんはすべてに目を通してくれる

と思うけれど、学級には他の子どもも在籍し、担任なり

の『配慮や支援』を考慮している場合があります。通常

学級の担任との相談では、子どもの状況に合わせた手立

て、１～２個を優先していく話し合いができるといいで

すね」と伝えてあります。   

第10号 
令和３年12月発行 

連絡先 23-7534 

小学校の教育現場で働く、教職員の皆様へ 

編集：こども発達相談センター 



 


